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[平成19年度設置］

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

拓殖大学　国際学部

　　　計画の区分：学部の設置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

　　　　　表題は「計画の区分」に従い，記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　○○学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　○○学部　○○学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　○○学科」

　　　　「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　○○学部　○○学科（通信教育課程）」

　　　　　届出時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には届出時の旧名称を記載いただき，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部

　　　　　　　　　　　　（□□学部）

（注）１　「計画の区分」は届出時の基本計画書の「計画の区分」と同様に記載してください。

届出
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届　　出　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ フジト　タツノブ ） （ フ リ ガ ナ ）

藤渡　辰信 氏　　　名

（平成３年６月１５日） （現職就任年月）

（ ワタナベ　トシオ ）

渡辺　利夫

（平成１７年４月１日）

（ シノツカ　トオル ） （ フジムラ　タカヨシ ）

篠塚　徹 藤村　幸義

（平成１９年４月１日） （平成２０年４月１日）

（ フジムラ　タカヨシ ） （ ヨシダ　ヨリカツ ）

藤村　幸義 吉田　頼且

（平成１９年４月１日） （平成２０年４月１日）

（３） 大学の位置

　　（〒112-8585　東京都文京区小日向三丁目４番１４号）

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　〒１９３－０９８５
　　　　東京都八王子市館町８１５番地１

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　　学　校　法　人　　　拓　殖　大　学

（２） 大　学　名

　　　　拓　　殖　　大　　学

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　　とともに，上記と同様に「備考」に変更理由等を記入してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２２年度に報告する内容　→（22）

学　　長

(ｱｶｲｼ ｶｽﾞﾉﾘ)
赤石　和則

(平成22年4月1日)
任期満了に伴い、あらたに選任

された。→（22）

職　　名

（４） 管理運営組織

　　　ください。

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて見え消し修正する

理 事 長

学 部 長

学科長等

(ﾖｼﾀﾞ ﾖﾘｶﾂ)
吉田　頼且

(平成22年4月1日)
任期満了に伴い、あらたに選任

された。→（22）

　　　（例）平成１９年度に報告済の内容　→（19）

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を
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修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

４年 ３００人 ３年次 １２００人

　国際学部 若干名

　　　国際学科

　　学士（国際開発）

対象年度

区　分

３００人 ３００人 ３００人 ３００人
(若干名) (若干名) (若干名) (若干名)

　 　
(　－ ) (　－ ) (18) (16)

1921 1455 1241 1049

(　－ ) (　－ ) (17) (13)

1764 1274 1100 961

(　－ ) (　－ ) (9(3)) (10(1))

613 482 445 511

(　－　) (　－　) (9(3)) (10(1))

446 354 339 351

入学定員超過率 (　－ ) (　－ ) (　－ ) (　－ )

Ｂ／Ａ 1.48 1.18 1.13 1.17

対象年度

学　年

[71] [43] [50] [53]

446 355 340 352

[64] [44] [55]

426 370 348

[55] [35]

397 331

[55]

392

[71] [107] [149] [198]

446 781 1107 1423

　　　　ください。

　　　・短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。
　　　・各年度の５月１日現在の状況を記入してください。

平均入学定員
超 過 率

※(())内、２年次
編入合格
※編入学試験定員
超過率はＡの値が
若干名のため、算
出できない

Ｂ　 入学者数

1.24倍

志願者数

合格者数

Ａ　 入学定員

受験者数

調査対象学部等の
名称（学位）

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。
　　　・　様式は，平成１９年度開設の４年制の学科の場合（平成２２年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　　には，欄を設けてください。）
　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

　　　・「平成２２年度」には，平成２２年５月１日現在の状況を記入してください。
　　　・「平成１９～２１年度」には，確定した数値を記入してください。

設 置 時 の 計 画
備　　　　　考

編入学試験は所得単位数によ
り、２年次編入合格となる場
合がある

　　　　「－」を記入してください。

（注）・（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って
　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

備　　考

２年次

３年次

備　　　　　考平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。
　　　　　　　

　　　　入学定員超過率も同様の方法としてください。

平成１９年度 平成２２年度

　　　・「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してくだ
　　　　さい。入学定員超過率については，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入し，平均

平成２０年度 平成２１年度

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

　　　　において教育を受ける外国人学生」を記載してください。

４年次

　　　・留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格

（注）・[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

計

　　　　（いわゆる「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，
　　　　専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設

１年次
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[５]
１５

[７１]
４４６

うち平成１９年度入学者 １５人 うち平成１９年度 ４４６人

[１０]
２６

[１１４]
８０１

うち平成１９年度入学者 １５人 うち平成１９年度 ４４６人

うち平成２０年度入学者 １１人 うち平成２０年度 ３５５人

[１１]
３６

[１６４]
１１４１

うち平成１９年度入学者 １５人 うち平成１９年度 ４４６人

うち平成２０年度入学者 １１人 うち平成２０年度 ３５５人

うち平成２１年度入学者 １０人 うち平成２１年度 ３４０人

[１１]
３６

[２１７]
１４９３

うち平成１９年度入学者 １５人 平成１９年度 ４４６人

うち平成２０年度入学者 １１人 平成２０年度 ３５５人

うち平成２１年度入学者 １０人 平成２１年度 ３４０人

うち平成２２年度入学者 ０人 平成２２年度 ３５２人

　　教育を受ける外国人学生」を記載してください。

　 　 ・　「平成１９～２１年度」には，確定した数値を記入してください。

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

平成１９年度

退学者数（ａ） 入学者数（ｂ）
入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

[０．１％]
　　０　 ％

　　　　　　区　分

 対象年度

計 （累積）計

[０．１％]
　　０　 ％

（主な退学理由）

（主な退学理由）

[０．１％]
　０　 ％

[０．１％]
　０　 ％

（主な退学理由）

計 （累積）計

　　（いわゆる「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，
　　専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において

平成２０年度

計

平成２２年度

（累積）計

平成２１年度

（主な退学理由）

計 （累積）計

　　　・　「平成２２年度」については５月１日現在の状況を記入してください。

（注）・　[　　]内には，留学生の状況について内数で記入してください。

　　　　入学者（累積）で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　　　　・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　１位までを記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，各対象年度における退学者数を開設年度から当該年度までの

　 ・留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格
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コンピュータ演習Ⅰ

コンピュータ演習Ⅱ

どう生きる

地理

健康を守る

基礎数学

職業能力基礎講座(SPI)非言語

現代思想

現代の科学と技術

企業人講座

職業能力基礎講座(SPI)言語

国際特別講座Ⅰ

国際特別講座Ⅱ

国際特別講座Ⅲ

日本語教員養成基礎講座

日本を知るⅡ

文章を磨く

公共政策と行政

地域政策と行政 1１前 ２

１後 ２ 1

1２後 ２

2 基礎科目の充実を図るため､クラス増(22)
担当：山本竜大（講師）1

パソコン検定講座 ２前･後 ２
0

2 教育内容方法の充実を図るため､教員を変更
（22）、基礎科目の充実を図るため､クラス増
(22)　担当：長谷川由香（講師）1 1 1

日本を知るⅢ ２後 ２
0

教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)

１後 ２ 1 2

新しい世界史 １後 ２
吉原恒雄教授定年退職のため、教員を変更
（22）　担当：藤井昇（講師）

基礎科目の充実を図るため､クラス増(22)
担当：荒谷一成(講師)2

生涯スポーツ基礎演習Ⅱ １後 １
教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)9

4

教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)

人間と環境 １前 ２
平成21年度身分変更　担当：原嶋洋平（教授）
（22）

生涯スポーツ基礎演習Ⅰ １前 １
9

17クラスを隔年交替制で担当(22)

レポートライティングⅠ １前 ２
教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)

28 8 1

基
　
礎
　
科
　
目

クラスゼミナール １通 ２

１前

日本を知るⅠ １前

レポートライティングⅡ

２

授業科目の名称

１前 ２

１後

１後 ２

１前

１前

２

１後

１前

１後

１後

2

１後

3

－ ６

3

１前

１後

1

(１） 授業科目表

＜国際学部　国際学科＞

２　授業科目の概要

科目区
分

1

1

1

1

２

２

２

２

２

２

２

1

２

1２

２

２

1

1

1

6

1
0

3

1

1

2

2
3

2

2

1

2

2

3

1

4

1

1

1

4
3

2

2

1

1

1

1

0
1

助　教 助　手

14

配 当
年 次

准教授 講　師必　修 選　択 自　由
備　　　　考

１前

１前

２ 1

2

単位数 専任教員等の配置

教　授

6



英語オーラル・コミュニケーションⅠ

英語パブリック・スピーキングⅠ

英語オーラル・コミュニケーションⅡ

英語パブリック・スピーキングⅡ

英語リーディング＆ライティングⅡ　

英語オーラル・コミュニケーションⅢ

英語パブリック・スピーキングⅢ

英語オーラル・コミュニケーションⅣ

英語パブリック・スピーキングⅣ

英語リーディング＆ライティングⅣ

実用英語Ⅰ

実用英語Ⅱ

実用英語Ⅲ

上級実用英語Ⅰ-A 　時代のニーズに合わせ、平成23年度より科目

上級実用英語Ⅰ-B 　名を変更（平成22年度まで英語資格取得講座

上級実用英語Ⅱ-A 　Ⅰ-A、Ⅰ-B、Ⅱ-A、Ⅱ-B）（22）

上級実用英語Ⅱ-B

初級アラビア語Ⅰ-A

初級アラビア語Ⅰ-B

初級アラビア語Ⅱ-A

初級アラビア語Ⅱ-B

中級アラビア語Ⅰ-A

中級アラビア語Ⅰ-B

中級アラビア語Ⅱ-A

中級アラビア語Ⅱ-B

アラビア語ライティング　

アラビア語リーディング

初級インドネシア語Ⅰ-A

初級インドネシア語Ⅰ-B

初級インドネシア語Ⅱ-A

初級インドネシア語Ⅱ-B

中級インドネシア語Ⅰ-A

中級インドネシア語Ⅰ-B

中級インドネシア語Ⅱ-A

中級インドネシア語Ⅱ-B

インドネシア語ライティング　

インドネシア語リーディング

初級スペイン語Ⅰ-A

初級スペイン語Ⅰ-B

初級スペイン語Ⅱ-A

初級スペイン語Ⅱ-B

中級スペイン語Ⅰ-A

中級スペイン語Ⅰ-B

中級スペイン語Ⅱ-A

中級スペイン語Ⅱ-B

スペイン語ライティング　 2２後 （１）

２後 （１） 2

2２後 （１）

２前 （１） 2

2２前 （１）

１後 （１） 2

2１後 （１）

１前 （１） 2

2１前 （１）

１後 （１） 1

1２後 （１）

２後 （１） 1

1２後 （１）

２前 （１） 1

1２前 （１）

１後 （１） 1

1１後 （１）

１前 （１） 1

1１前 （１）

１後 （１） 1

1２後 （１）

２後 （１） 1

1２後 （１）

２前 （１） 1

1２前 （１）

１後 （１） 1

1１後 （１）

１前 （１） 1

1１前 （１）

３後 １ 1

1３後 １

３前 １ 1

1３前 １

１前 1 1

1 2１後

１前 1 2

2 2２後 １

２後 １ 6

5２後 １

教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)

0 2 2
英語リーディング＆ライティングⅢ ２前 １

1

6２前 １

5

1

２前 １

2 2１後 １

6１

6１

教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)

1 2 2
英語リーディング＆ライティングⅠ　 １前 １

1

１前 １ 6

１前 １ 6

１後

１後
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スペイン語リーディング

初級タイ語Ⅰ-A

初級タイ語Ⅰ-B

初級タイ語Ⅱ-A

初級タイ語Ⅱ-B

中級タイ語Ⅰ-A

中級タイ語Ⅰ-B

中級タイ語Ⅱ-A

中級タイ語Ⅱ-B

タイ語ライティング　

タイ語リーディング

初級ヒンディ語Ⅰ-A

初級ヒンディ語Ⅰ-B

初級ヒンディ語Ⅱ-A

初級ヒンディ語Ⅱ-B

中級ヒンディ語Ⅰ-A

中級ヒンディ語Ⅰ-B

中級ヒンディ語Ⅱ-A

中級ヒンディ語Ⅱ-B

ヒンディ語ライティング　

ヒンディ語リーディング

初級フィリピン語Ⅰ-A

初級フィリピン語Ⅰ-B

初級フィリピン語Ⅱ-A

初級フィリピン語Ⅱ-B

中級フィリピン語Ⅰ-A

中級フィリピン語Ⅰ-B

中級フィリピン語Ⅱ-A

中級フィリピン語Ⅱ-B

フィリピン語ライティング　

フィリピン語リーディング

初級ブラジル・ポルトガル語Ⅰ-A

初級ブラジル・ポルトガル語Ⅰ-B

初級ブラジル・ポルトガル語Ⅱ-A

初級ブラジル・ポルトガル語Ⅱ-B

中級ブラジル・ポルトガル語Ⅰ-A

中級ブラジル・ポルトガル語Ⅰ-B

中級ブラジル・ポルトガル語Ⅱ-A

中級ブラジル・ポルトガル語Ⅱ-B

ブラジル・ポルトガル語ライティング　

ブラジル・ポルトガル語リーディング

初級ベトナム語Ⅰ-A

初級ベトナム語Ⅰ-B

初級ベトナム語Ⅱ-A

初級ベトナム語Ⅱ-B

中級ベトナム語Ⅰ-A

中級ベトナム語Ⅰ-B

中級ベトナム語Ⅱ-A

中級ベトナム語Ⅱ-B

ベトナム語ライティング　 1２後 （１）

２後 （１） 1

1２後 （１）

２前 （１） 1

1２前 （１）

１後 （１） 1

1１後 （１）

１前 （１） 1

1１前 （１）

１後 （１） 1

1２後 （１）

２後 （１） 1

1２後 （１）

２前 （１） 1

1２前 （１）

１後 （１） 1

1１後 （１）

１前 （１） 1

1１前 （１）

１後 （１） 1

1２後 （１）

２後 （１） 1

1２後 （１）

２前 （１） 1

1２前 （１）

１後 （１） 1

1１後 （１）

１前 （１） 1

1１前 （１）

１後 （１） 1

1２後 （１）

２後 （１） 1

1２後 （１）

２前 （１） 1

1２前 （１）

１後 （１） 1

1１後 （１）

１前 （１） 1

1１前 （１）

１後 （１） 1

1２後 （１）

２後 （１） 1

1２後 （１）

２前 （１） 1

1２前 （１）

１後 （１） 1

1１後 （１）

１前 （１） 1

1１前 （１）

１後 （１） 2

外
　
国
　
語
　
科
　
目
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ベトナム語リーディング

初級マレーシア語Ⅰ-A

初級マレーシア語Ⅱ-A

中級マレーシア語Ⅰ-A

中級マレーシア語Ⅰ-B

中級マレーシア語Ⅱ-A

中級マレーシア語Ⅱ-B

マレーシア語ライティング　

マレーシア語リーディング

初級韓国語Ⅰ-A

初級韓国語Ⅰ-B

初級韓国語Ⅱ-A

初級韓国語Ⅱ-B

中級韓国語Ⅰ-A

中級韓国語Ⅰ-B

中級韓国語Ⅱ-A

中級韓国語Ⅱ-B

韓国語ライティング　

韓国語リーディング

初級中国語Ⅰ-A

初級中国語Ⅰ-B

初級中国語Ⅱ-A

初級中国語Ⅱ-B

中級中国語Ⅰ-A

中級中国語Ⅰ-B

中級中国語Ⅱ-A

中級中国語Ⅱ-B

中国語ライティング　

中国語リーディング

　教育内容方法の充実を図るため､教員を変更

　履修者減の理由によりクラス減（22）

日本語オーラル・コミュニケーションⅠ-A

日本語オーラル・コミュニケーションⅡ

日本語オーラル・コミュニケーションⅢ
外国語科目の充実を図るためクラス増(22)
担当：福田惠子（准教授）

日本語リーディング＆ライティングⅠ-A

日本語リーディング＆ライティングⅢ
外国語科目の充実を図るためクラス増(22)
担当：近藤真宣（教授）

外国語科目の充実を図るためクラス増(22)
担当：近藤真宣（教授）0 3

日本語リーディング＆ライティングⅣ ２後 １
1

1 1２前 １

3
教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)

1 1 1
日本語リーディング＆ライティングⅡ １後 １

0

教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)
3

日本語リーディング＆ライティングⅠ-B １前 １
1 2

3１前 １

教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)
外国語科目の充実を図るためクラス増(22)
担当：福島佐知（講師）1 1

日本語オーラル・コミュニケーションⅣ ２後 １
3

２前 １ 1 1

1 2１後 １

教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)

0 1 1
日本語オーラル・コミュニケーションⅠ-B １前 １

1

9

１前 １ 2

地域言語上級リーディング＆ライティングⅡ ３後 １
7

6
9

地域言語上級リーディング＆ライティングⅠ ３前 １
1

9
上級地域言語Ⅱ ３後 １

7

7
1 9

上級地域言語Ⅰ ３前 １
0

１後 （１） 3

3２後 （１）

２後 （１） 4

4２後 （１）

２前 （１） 4

4２前 （１）

１後 （１） 4

4１後 （１）

１前 （１） 4

4１前 （１）

１後 （１） 2

1 1２後 （１）

２後 （１） 2

2２後 （１）

２前 （１） 2

2２前 （１）

１後 （１） 2

2１後 （１）

１前 （１） 2

2１前 （１）

１後 （１） 1

1２後 （１）

２後 （１） 1

1２後 （１）

２前 （１） 1

1２前 （１）

教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)

1
初級マレーシア語Ⅱ-B １後 （１）

1 0

1１後 （１）

教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)

1
初級マレーシア語Ⅰ-B １前 （１）

1 0

1１前 （１）

１後 （１） 1
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コース入門Ⅱ

国際協力入門 　コース制の導入に伴い、平成20年度より

国際経済入門 　「コース入門Ⅰ、Ⅱ」に移行中。

国際文化入門 　平成23年度から休講（22）

国際政治入門

中国

朝鮮半島

東南アジア

中南米・大洋州

北米

サブサハラ・アフリカ

南アジア

中央アジア・中近東

西ヨーロッパ

ロシア・中東欧

経済学入門

日本の政治・外交

日本・世界の農業
専門科目の分野の充実を図るため、科目を追加
（22）担当：矢口優（准教授）

社会学

日本の経済発展

地球環境
科目内容が基礎的なため、平成21年度よりテー
マ別選択＆ゼミナール科目から移動（22）

会計学Ⅰ

開発データ分析Ⅰ

会計学Ⅱ

開発データ分析Ⅱ

社会調査法

法律学概論Ⅰ

法律学概論Ⅱ

日本国憲法

国際法

国際経済法

民法

国際取引法

財政

国際協力論

日本のＯＤＡ・欧米のＯＤＡ

東アジアの経済発展

開発経済学

国際関係論

比較文化

地域研究の方法

国際観光

観光産業

観光と開発

観光と文化

卒業論文の分野の充実を図るため、教員を追加
（22）25 5

卒業論文 ４通 ４
28

２後 ２ 1

1２前 ２

２後 （２） 1

1２前 （２）

２後 （２） 1

1２前 （２）

吉原恒雄教授定年退職のため、教員を変更
（22）担当：遠藤哲也（准教授）、専門科目の
充実を図るためクラス増（22）担当：吉田鈴香
（講師）1

安全保障 ２後 （２） 0 1 1

1２前 （２）

２前 （２） 1

1２後 （２）

２後 （２） 1

コ
ー

ス
専
門
科
目
（

コ
ー

ス
基
本
）

２前 （２） 1

1２前 ２

２後 ２ 1

1２後 ２

２前 ２ 1

1２前 ２

教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)
担当：藤田祥子(准教授)1

商法 ２前 ２
1

1１後 ２

1

1

１後 ２

１前 ２

２後 ２ 1

1２後 ２

２後 ２ 1

1２前 ２

２前 ２ 1

1２前 ２

１後 ２ 1

1１後 ２

１前 ２ 1

1１前 ２

吉原恒雄教授定年退職のため、教員を変更
（22）　担当：吉田鈴香（講師）1

政治学 １前 ２
0 1

1 2１前･後 ２

１後 ２ 1

1１後 ２

１後 ２ 1

１後 ２ 1

１後 ２ 1

２ 1

１前 ２ 1

１前 ２ 1

１前 ２ 1

２ 2

１前 ２ 1

１後 ２ 1

１後 ２ 1

1

1

3

１後 ２ 2

教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)
2 1

専
　
門
　
共
　
通
　
科
　
目

コース入門Ⅰ １前 ２

１前 ２

１前

１前
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中国の経済

タイの政治と経済

インドネシアの政治と経済

サブサハラ・アフリカの政治と経済

中近東の政治と経済

米国カナダの経済

中南米の経済

南アジアの政治と経済

台湾の政治と経済

朝鮮半島の政治と経済

マレーシア・シンガポールの政治と経済

フィリピンの政治と経済

インドシナの政治と経済

インドの経済

大洋州の政治と経済

中国の政治

インドの政治

日米関係

米国カナダの政治

中国の国際関係(中米日関係）

日本とアジア太平洋関係史

日本の歴史

中国の文化

台湾の歴史と文化

フィリピンの歴史と文化

インドシナの歴史と文化

南アジアの歴史と文化

大洋州の歴史と文化

米国の歴史と文化

サブサハラ・アフリカの歴史と文化

日本の文化

中国の歴史

タイの歴史と文化

マレーシアの歴史と文化

朝鮮半島の歴史と文化

インドネシアの歴史と文化

中南米の歴史と文化

中近東の歴史と文化 ２後 ２ 1

1２後 ２

２後 ２ 1

1２後 ２

２後 ２ 1

1２後 ２

２後 ２ 1

1２後 ２

２前 ２ 1

1２前 ２

２前 ２ 1

1２前 ２

２前 ２ 1

1２前 ２

２前 ２ 1

1２前 ２

２前 ２ 1

1２後 ２

教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)
担当：藤井嘉祥(講師)1

中南米の政治 ２後 ２
0 1

1２後 ２

２前 ２ 1

1２前 ２

２前 ２ 1

1２前 ２

２後 ２ 1

1２後 ２

２後 ２ 1

1２後 ２

２後 ２ 1

1２後 ２

２後 ２ 1

２前 ２ 1

1

２前 ２ 1

２前 ２ 1

1

２前 ２ 1

２前 ２ 1

1

コ
ー

ス
専
門
科
目
（

国
・
地
域
別
選
択
）

２前 ２

２前 ２

２前 ２

11



開発計画 　

マクロ経済学 　科目内容が専門的なため、平成21年度より

ミクロ経済学 　コース基本科目から移動（22）

開発と政治

平和構築
　 時代のニーズに合わせ、平成21年度より科

目名を変更（旧・平和安全保障）（22）

社会人類学

　　教育内容方法の充実を図るため､教員を変更

　　(22)　担当：呉善花(教授)

　　教育内容方法の充実を図るため､教員を変更

　　(22)　担当：石川一喜(助教)

観光と文化

社会インフラ(基礎）

開発社会学

ジェンダーと開発

参加型プロジェクト

環境経済学

開発コンサルティング

コミュニティ開発

社会インフラ(応用）

都市開発

開発とＮＧＯ

環境政策

アジアの成長と環境

開発教育

国際協力の方法

貿易と海外投資

国際金融

現代の日本経済

在外華人

都市交通計画

ベンチャービジネス

国際経営

経営学

農業発展論

人材開発・技術移転

企業と文化

人口学

資源エネルギー

国際マーケティング

生産・人事管理

危機管理

日本外交史
平成21年度休講科目を開講(22)　担当：安村廉
（教授）

メディア

言語と文化

観光交通計画

ホテル・リゾート開発

ホスピタリティ

観光事業

観光地理

観光社会学

観光危機管理

エコツーリズム

  ゼミナールの分野の充実を図るため、

  教員を追加（22）

４年ゼミナール ４通 ４
28 5
25 4

6 1
27 4

３年ゼミナール ３通 ４
26

26 4 1
２年ゼミナール ２通 ４

25 8

1２後 ２

２後 ２ 1

1２後 ２

２後 ２ 1

1２前 ２

２前 ２ 1

1２前 ２

２前 ２ 1

1２前 ２

２後 ２ 1

1２前 ２

教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)
担当：吉田鈴香(講師)1

地域紛争 ２前 ２
0 1

1２前 ２

２後 ２ 1

1２後 ２

２後 ２ 1

1２後 ２

２後 ２ 1

1２後 ２

教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)
担当：田中哲二(講師)1

移行経済 ２後 ２
0 1

1２前 ２

２前 ２ 1

1２前 ２

２前 ２ 1

1２前 ２

２前 ２ 1

1２前 ２

２前 ２ 1

1２前 ２

２後 ２ 1

1２後 ２

２後 ２ 1

1２後 ２

教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)
担当：藤家雅子(講師)1

開発と貧困 ２後 ２
0 1

1２後 ２

1 教育内容方法の充実を図るため､教員を変更(22)
担当：藤家雅子(講師)1

制度開発 ２後 ２
0

２後 ２ 1

1２後 ２

２前 ２ 1

1２前 ２

２前 ２ 1

1２前 ２

２前 ２ 1

1２前 ２

２前 ２ 1

1２後 ２

観光と開発 ２前 ２
0 1
1

1 0
1

２前 ２ 1

２後 ２ 1

1

２後 ２ 1

２前 ２ 1

1

コ
ー

ス
専
門
科
目
（

テ
ー

マ
別
選
択
＆
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
）

２前 ２

２前 ２

民族と宗教 ２後 ２
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開発研修Ⅰ 　研修内容が専門的なため、平成21年度より

開発研修Ⅱ 　基礎科目から移動（22）

開発研修Ⅲ

長期開発研修Ⅰ

長期開発研修Ⅱ

日本語学概論

日本語学各論Ａ

日本語学各論Ｂ

日本語学各論Ｃ

日本語学各論Ｄ 　全２４単位を取得した場合、

日本語学各論Ｅ 　基礎科目「日本語教員養成基礎講座」６単位

日本語教育学概論 　を認定する。

日本語教育教材論 　（授業科目数には含まれない。）

日本語教授法Ａ

日本語教授法Ｂ

日本語実習

日本語評価法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（数字）は選択必修　　　　　　　　　※本学は「講師」は非常勤講師になります。

[＋2] [＋11] [　　　] [＋13]

318科目 選択必修科目は選択科目数に加算。

選　択 自　由 計

35科目 270科目 0科目 305科目 37科目 281科目 0科目

(２） 授業科目数

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択自　由 計 必　修

１ ２ 1

1１ ２

１ ２ 1

1１ ２

１ ２ 1

1１ ２

１ ２ 1

1１ ２

１ ２ 1

1１ ２

１ ２ 1
日
本
語
教
員
養
成
基
礎
講
座
科
目

１ ２ 1

１ ６

１ ６

１ ２

１ ２

専
門
関
連
科
目

１ ２
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 無

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 無

２

３

　　　　以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

（注）１　「(１)　授業科目表」は，設置届出書の様式第２号（その２）に準じて作成してください。

　　　２　「(２)　授業科目数」は，未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入す

　　　４　「(４)　廃止科目」は，届出時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した

　　　　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　　知方法」を記入してください。

　　　　［　］内に届出時の計画からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　６　「(６)　「届出時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合」は，小数点

　　　５　「(５)　授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」」欄には，

　　　　に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　の理由で未開講となっている授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的

（６） 「届出時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

　　　３　「(３)　未開講科目」は，届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らか

　　　　る（資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0.00%

届出時の計画の授業科目数の計

（３） 未開講科目

（４） 廃止科目
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備考

○○短期大学と共用

予算確定のため(22)

千円

千円 千円

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，黒字で記入してください。

　　　・「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定の数値を，下段には平成２２年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

400千円

千円設備購入費

千円

9,084千円

千円

9,159
9,084

そ　の　他

　　　　に，その理由及び報告年度「（22）」を「備考」に赤字で記入してください。

30,515
8,830

27,261
26,444

図書購入費(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

㎡

完成年度

400千円

（　　　〔　　〕） （　　　〔　　〕）

面　　　　　積

〔　　〕　

電子ジャーナル

〔うち外国書〕

㎡

83,157,90㎡

㎡ ㎡ 310,547,70㎡

㎡ 763,736,43㎡

〔うち外国書〕

（　　　〔　　〕）

学術雑誌

室

運動場用地

小　　　計 310,547,70㎡

83,157,90㎡ ㎡ ㎡

合　　　計

(３) 教　　室　　等

演　習　室

　

室

講　義　室

室

図　　書

区　　分

閲 覧 座 席 数

(５)

計
〔　　〕　

種

○○学部
〔　　〕　

（　　　〔　　〕）

図
書
・
設
備

開設年度

収 納 可 能 冊 数

（　　　　）

完成年度

〔　　〕　

第３年次 第６年次第４年次 第５年次

1,189千円 989千円 989千円 989千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

㎡

開設前年度
経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 手数料収入等の帰属収入を以て充当する。

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 26,444千円 8,830千円

千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次

（　　　　）（　　　〔　　〕） （　　　　） （　　　　）

（　　　〔　　〕）

〔　　〕　

（　　　　）

（　　　　　　㎡）

視聴覚資料

㎡

㎡

（　　　　　　㎡）

情報処理学習施設

室

（補助職員　　人）

実験実習室 語学学習施設

（補助職員　　人）

室

３　施設・設備の整備状況，経費

㎡ 98,787,40㎡

（　　　　　　㎡）

1,074,284,13㎡ ㎡

98,787,40㎡

〔　　〕　

〔うち外国書〕

(４) 専任教員研究室

点

機械・器具 標　　本

点 点

（　　　　）

（　　　　　　㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するととも

（注）・届出時の計画を設置届出書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。

新設学部等の名称 室　　　　　　数

○○学部　○○学科 室

冊

227,389,80㎡227,389,80㎡

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

1,074,284,13㎡

763,736,43㎡

専　　　用

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分

　　　・「（３）教室等」「（５）図書・設備」等について，届出時に数値を記載する必要がなかった学部等（平成２０年度届出

　　　　以前）については，届出時の数値の記載は不要ですが，平成２２年５月１日現在の数値を赤字で記入してください。

　　　　５月１日現在の状況を赤字で見え消し修正してください。

　　　　届出時に数値を記載した学部等（平成２１年度届出以降）については，届出時の数値を黒字で記載いただき，平成２２年

校
　
　
地
　
　
等

（例）
　校舎敷地と別地
　（徒歩○分，○㎞）

校 舎 敷 地 ㎡ ㎡
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

商学部 人

　経営学科 4 380 － 1,520
学士

(商学)
1.26 昭和２４

　国際ビジネス学科 4 150 － 600
学士

(商学)
1.30 昭和２４

　会計学科 4 70 － 280
学士

(商学)
1.26 平成１９

政経学部

　法律政治学科 4 230 － 920 学士
(法律政治学)

1.19 昭和２４

　経済学科 4 450 － 1,800
学士

(経済学)
1.24 昭和２４

外国語学部

　英米語学科 4 100 － 400
学士

(英米語)
1.29 昭和５２

　中国語学科 4 50 － 200
学士

(中国語)
1.36 昭和５２

東京都八王子市館町
８１５番地１

　スペイン語学科 4 50 － 200 学士
(スペイン語)

1.31 昭和５２

工学部

　機械システム工学科 4 80 － 320
学士

(工学)
1.13 昭和６２

　電子システム工学科 4 80 － 320
学士

(工学)
1.10 昭和６２

　情報工学科 4 80 － 320
学士

(工学)
1.19 昭和６２

　デザイン学科 4 80 － 320
学士

(工学)
1.19 昭和６２

国際開発学部

　開発協力学科 4 － － － 平成１２

　アジア太平洋学科 4 － － － 平成１２

国際学部

　国際学科 4 300 － 1,200 学士
(国際開発)

1.24 平成１９
東京都八王子市館町
８１５番地１

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定 員

編入学
定 員

収 容
定 員

学位又
は称号

定 員
超過率

開 設
年 度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

　保育科 2 60 － 120
短期大学士
（保育） 0.60 昭和５５

　環境農学科 2 70 － 140 短期大学士
（環境農学） 0.71 平成１２

　経営経済科 2 150 － 300 短期大学士
（経営経済学） 0.93 平成１２

東京都八王子市館町
８１５番地１

平成１９年４月より、
国際学部国際学科へ
改組し、学生募集停止

北海道深川市
深川町メム
４５５８番地１

４　既設大学等の状況

　拓殖大学北海道短期大学

東京都文京区小日向
三丁目４番１４号
東京都八王子市館町
８１５番地１

平成１９年４月より、
商学部に会計学科を設
置

東京都文京区小日向
三丁目４番１４号
東京都八王子市館町
８１５番地１

平成１９年４月より、
工学部情報エレクトロ
ニクス学科を電子シス
テム工学科へ名称変更
平成２２年４月より、
工学部工業デザイン学
科をデザイン学科へ名
称変更

拓殖大学
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コミュニティ開発

２年ゼミナール

３年ゼミナール

４年ゼミナール

平成22年４月から  

教育内容方法の充実を図るため、担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、下條正男教授より

担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、鈴木洋一講師より

担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、下條正男教授より

担当者の変更（22）

インドネシアの歴史と文化

マレーシアの歴史と文化

平成22年４月から　

「２年ゼミナール」は、同一分野の担当教員が複数いるため、

支障はない。（22）

３年ゼミナール

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、サイド　ザイヌッディン講師より

担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、サイド　ザイヌッディン講師より

担当者の変更（22）

初級マレーシア
語Ⅱ－Ｂ

初級マレーシア
語Ⅰ－Ｂ

２年ゼミナール

４年ゼミナール

マレーシア語リーディング

１年クラスゼミナール

専 教授 小野沢　純 平成19年4月

中国の国際関係（中米日関係）

中国の政治

４年ゼミナール

３年ゼミナール

２年ゼミナール

日本の歴史

専 教授 王　曙光 平成19年4月

１年クラスゼミナール

民族と宗教

４年ゼミナール

３年ゼミナール

２年ゼミナール

韓国語リーディング

日本の文化

朝鮮半島

日本とアジア太
平洋関係史

専 教授 呉　善花 平成19年4月

１年クラスゼミナール

３年ゼミナール

４年ゼミナール

２年ゼミナール

在外華人

東南アジア

専 教授 岩崎　育夫 平成19年4月

１年クラスゼミナール

４年ゼミナール

２年ゼミナール

３年ゼミナール

人口学

都市開発

開発社会学

１年クラスゼミナール

観光と開発 兼担 助教
石川　一喜

平成20年４月 観光と開発

コース入門Ⅰ

国際協力入門

１年クラスゼミナール

専 教授 赤石　和則 平成19年4月

専 教授 新田目　夏実 平成19年4月

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

（１） 担当教員表

備　　考
担当授業科目名

兼担・

５　教員組織の状況

＜国際学部　国際学科＞

兼任　

の別　

氏　　名
職名 就任予定年月

専任・

兼任　

兼担・

の別　

職名 就任予定年月 担当授業科目名
氏　　名

専任・

中国の文化

ﾏﾚｰｼｱ･ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙの政治と経済
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平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、ファリダ　モハメッド講師より

担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、篠塚徹教授より

担当者の変更（22）

タイの歴史と文化

平成22年４月から  

教育内容方法の充実を図るため、担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、福田惠子准教授より

担当者の変更（22）

平成22年４月から

外国語科目の充実を図るため、科目の追加（22）

平成22年４月から

ゼミナールの専門分野の充実を図るため

科目の追加（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、担当者の変更（22）

平成22年４月から　

「３年ゼミナール」は、同一分野の担当教員が複数いるため、

支障はない。（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、担当者の変更（22）
文　　大宇

平成19年４月
朝鮮半島の歴史

と文化

平成19年４月 コース入門Ⅰ

１年クラスゼミナール

朝鮮半島の歴史と文化 専 教授

コース入門Ⅰ 専 准教授
矢口　　優

インドネシアの
政治と経済

３年ゼミナール

専 教授
小野沢　純

平成19年４月

２年ゼミナール

３年ゼミナール

４年ゼミナール

１年クラスゼミナール

インドネシアの政治と経済

専 教授 篠塚　徹 平成19年4月

４年ゼミナール

３年ゼミナール

専 教授 佐原　隆幸 平成19年4月

１年クラスゼミナール

参加型プロジェクト

開発計画

国際協力の方法

☆日本語オーラ
ル・コミュニ

ケーションⅠ－
Ｂ

☆日本語リー
ディング＆ライ

ティングⅣ

２年ゼミナール

☆日本を知るⅢ

レポートライティングⅠ

１年クラスゼミナール

☆日本語オーラル・コミュニケーションⅡ

☆日本語リーディング＆ライティングⅡ

☆日本語リーディング＆ライティングⅢ

☆日本を知るⅠ

平成19年４月 地域研究の方法

専 教授 近藤　真宣 平成19年4月

日本語評価法

地域研究の方法 専 教授
丸山　伸郎

３年ゼミナール

４年ゼミナール

２年ゼミナール

南アジア

１年クラスゼミナール

専 教授 小島　眞 平成19年4月

インドの経済

３年ゼミナール

４年ゼミナール

２年ゼミナール

インドシナの政治と経済

台湾の政治と経済

フィリピンの政治と経済

東アジアの経済発展

専 教授 梶原　弘和 平成19年4月

１年クラスゼミナール

国際関係論

４年ゼミナール

コース入門Ⅰ

３年ゼミナール

２年ゼミナール

国際政治入門

１年クラスゼミナール

専 教授 甲斐　信好 平成19年4月

開発と政治

インドネシアの
政治と経済

上級リーディン
グ＆ライティン

グⅠ
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平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、担当者の変更（22）

　　　平成22年４月から　　

　　　杜進教授留学より帰国のため、

　　　科目の追加（22）

　　

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、丸山伸郎教授より

担当者の変更（22）

平成22年４月から

ゼミナールの専門分野の充実を図るため、

科目の追加（22）

平成22年４月から　

「２年ゼミナール」は、同一分野の担当教員が複数いるため、

支障はない。（22）

２年ゼミナール

アジアの成長と環境

３年ゼミナール

４年ゼミナール

１年クラスゼミナール

中国

メディア

２年ゼミナール
専 教授 藤村　幸義 平成19年4月

３年ゼミナール

４年ゼミナール

コース入門Ⅱ

文章を磨く

専 教授 原嶋　洋平 平成19年4月

人間と環境

１年クラスゼミナール

地球環境

環境政策

２年ゼミナール

３年ゼミナール

４年ゼミナール

レポートライティングⅠ

比較文化

３年ゼミナール

４年ゼミナール

専 教授 野村　進 平成19年4月

１年クラスゼミナール

国際文化入門

フィリピンの歴史と文化

１年クラスゼミナール

米国の歴史と文化

開発とＮＧＯ

２年ゼミナール
専 教授 長坂　寿久 平成19年4月

４年ゼミナール

２年ゼミナール

３年ゼミナール

ホテル・リゾート開発

観光地理

エコツーリズム

観光と文化

１年クラスゼミナール

コース入門Ⅱ

国際観光

観光産業

専 教授 内藤　嘉昭 平成20年4月

４年ゼミナール

中国の経済

１年クラスゼミ
ナール

２年ゼミナール

４年ゼミナール

専 教授 杜　進 平成19年4月

２年ゼミナール

３年ゼミナール

貿易と海外投資

レポートライ
ティングⅠ

１年クラスゼミナール

経済学入門

日本とアジア太
平洋関係史

専 教授 田中　宏 平成19年4月

レポートライティングⅠ 兼任 講師
荒谷　一成

平成20年４月

専 教授
岩崎　育夫

平成19年４月

２年ゼミナール

３年ゼミナール

４年ゼミナール

日本とアジア太平洋関係史

日本の歴史 専 教授
呉　　善花

平成19年４月 日本の歴史

専 教授 下條　正男 平成19年4月
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平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、小島眞教授より

担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、

担当者の変更（22）

平成22年４月から

杜進教授留学より帰国のため、

担当者の変更（22）

平成22年４月から

ゼミナールの専門分野の充実を図るため、科目の追加（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、下條正男教授より

担当者の変更（22）

平成22年４月から　

平成21年度安村廉教授体調不良による休職より復職のため、

科目の追加（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、吉田頼且教授より

担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、担当者の変更（22）

平成22年４月から

平成22年３月吉原恒雄教授定年退職のため、

担当者の変更（22）

平成22年４月から

「１年クラスゼミナール」は担当教員が複数いるため、

新しい世界史

１年クラスゼミナール

兼任 講師
藤井　　昇

平成19年４月

４年ゼミナール

新しい世界史

２年ゼミナール

３年ゼミナール

国際金融

中南米の経済 専 教授
柳原　　透

平成19年４月 中南米の経済

専 教授 吉田　頼且 平成19年4月

１年クラスゼミナール

４年ゼミナール

２年ゼミナール

３年ゼミナール

国際取引法

国際経済法

法律学概論Ⅱ

法律学概論Ⅰ

中南米の経済

専 教授 横山　真規雄 平成19年4月

１年クラスゼミナール

西ヨーロッパ

４年ゼミナール

平成22年４月 中南米の政治

２年ゼミナール

３年ゼミナール

日本外交史

専 教授 柳原　透 平成19年4月

１年クラスゼミナール

中南米の政治 兼任 講師
藤井　嘉祥

朝鮮半島の歴史
と文化

専 教授 安村　廉 平成19年4月

３年ゼミナール

４年ゼミナール

朝鮮半島の政治と経済

１年クラスゼミナール

韓国語リーディング

韓国語ライティング　

２年ゼミナール

専 教授 文　大宇 平成19年4月

３年ゼミナール

４年ゼミナール

１年クラスゼミナール

２年ゼミナール

専 教授 村岡　　薫 平成19年4月

実用英語Ⅱ

実用英語Ⅲ

英語リーディング＆ライティングⅡ

実用英語Ⅰ

１年クラスゼミナール

英語リーディング＆ライティングⅠ

専 教授 水野　晶子 平成19年4月

田中　哲二
平成19年４月 移行経済

中国の経済 専 教授
杜　　　進

平成19年４月 中国の経済

４年ゼミナール

移行経済 兼任 講師

２年ゼミナール

地域研究の方法

３年ゼミナール

４年ゼミナール

１年クラスゼミナール

中国

専 教授 丸山　伸郎 平成19年4月

中国の歴史

３年ゼミナール

社会インフラ（基礎）

１年クラスゼミナール

日本のＯＤＡ・欧米のＯＤＡ

専 教授 藤本　耕士 平成19年4月 社会インフラ（応用）

２年ゼミナール
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支障はない。（22）

　　平成22年４月から

　　平成22年３月吉原恒雄教授定年退職のため、

　　担当者の変更（22）

平成22年４月から

「４年ゼミナール」は同一分野の担当教員が複数いるため、

支障はない。（22）

平成22年４月から

ゼミナールの専門分野の充実を図るため、

科目の追加（22）

平成22年４月から

ゼミナールの専門分野の充実を図るため、

科目の追加（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、

担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、

担当者の変更（22）

☆日本語オーラル・コミュニケーションⅠ-B

☆日本語オーラル・コミュニケーションⅢ

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、

担当者の変更（22）

☆日本語リーディング＆ライティングⅡ 兼任 講師
南口　順子

平成20年４月
☆日本語リー

ディング＆ライ
ティングⅡ

☆日本語オーラル・コミュニケーションⅣ

☆日本を知るⅢ 専

１年クラスゼミナール

教授
近藤　真宣

平成19年４月 日本を知るⅢ

☆日本を知るⅡ

レポートライティングⅠ

専
准教
授

福田　惠子 平成19年4月

３年ゼミナール

４年ゼミナール

２年ゼミナール

開発経済学

経済学入門

国際協力論

平成22年４月
レポートライ
ティングⅠ

１年クラスゼミナール

レポートライティングⅠ 兼任 講師
吉田　鈴香

専
准教
授

徳原　悟 平成19年4月

３年ゼミナール

４年ゼミナール

観光交通計画

現代の科学と技術

開発データ分析Ⅰ

開発データ分析Ⅱ

都市交通計画

２年ゼミナール

２年ゼミナール

専
准教
授

武田　晋一 平成19年4月

コンピューター演習Ⅰ

コンピューター演習Ⅱ

基礎数学

１年クラスゼミナール

観光社会学

専 准教授
佐藤　明彦

平成19年４月

１年クラスゼミナール

英語リーディング＆ライティングⅠ

英語リーディング＆ライティングⅡ

英語リーディング＆ライティングⅢ

英語リーディング＆ライティングⅣ

２年ゼミナール

３年ゼミナール

４年ゼミナール

社会学

２年ゼミナール

専
准教
授

稲田　雅也 平成19年4月

コンピューター演習Ⅰ

コンピューター演習Ⅱ

１年クラスゼミナール

社会調査法

英語リーディング＆ライティングⅢ

英語リーディング＆ライティングⅣ

ジェンダーと開発

専
准教
授

新井　典子 平成19年4月

１年クラスゼミナール

英語リーディング＆ライティングⅠ

英語リーディング＆ライティングⅡ

政治学

安全保障 兼担 准教授
遠藤　哲也

平成19年４月 安全保障

兼任 講師
吉田　鈴香

平成22年４月専 教授 吉原　恒雄 平成19年4月 政治学

４年ゼミナール
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日本語教育教材論

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、井波真弓講師より

担当者の変更（22）

平成22年４月から

ゼミナールの専門分野の充実を図るため、科目の追加（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、

担当者の変更（22）

資源エネルギー

２年ゼミナール

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、

担当者の変更（22）

平成22年４月から

専門科目の充実を図るため、科目の追加（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、篠塚徹教授より

担当者の変更（22）

日本語学各論Ｄ

日本語教育学概論　

日本語教授法Ａ

日本語教授法Ｂ

日米関係

２年ゼミナール

３年ゼミナール

４年ゼミナール

北米

平和安全保障 平成21年４月から　　時代のニーズに合わせ科目名の変更（22）

初級アラビア語Ⅰ-B

中級アラビア語Ⅰ-A

平成22年４月から

「上級地域言語Ⅰ」は担当教員が複数いるため、

支障はない。（22）

財政

米国カナダの政治

平成22年４月から

「３年ゼミナール」は担当教員が複数いるため、

支障はない。（22）

平成22年４月から

ゼミナールの専門分野の充実を図るため、

科目の追加（22）

４年ゼミナール

兼担 教授 和田　忠久 平成21年４月
観光事業

エコツーリズム

日本語学各論Ｃ

兼担 教授 室山　義正 平成19年４月
３年ゼミナール

兼担 教授 山口　隆正 平成19年4月

兼担 教授 森下　義仁 平成19年4月
生涯スポーツ基礎演習Ⅰ

生涯スポーツ基礎演習Ⅱ

中近東の政治と経済

兼担 教授 森　伸生 平成19年4月

上級地域言語Ⅰ

兼担 教授 立花　亨 平成19年4月

日本語学各論Ｅ

兼担 教授 佐藤　丙午 平成19年4月

兼担 教授 木村　政康 平成19年4月

日本語学概論

兼担 教授 川上　高司 平成19年4月

兼担 教授 遠藤　裕子 平成19年4月

兼担 教授 石川　守 平成19年4月

コース入門Ⅰ

兼担 教授 阿久津　智 平成19年4月

日本・世界の農
業

兼任 講師 藤家　雅子 平成22年４月 制度開発

開発と貧困

環境経済学

３年ゼミナール

４年ゼミナール

兼任 講師 藤家　雅子 平成22年４月

２年ゼミナール

３年ゼミナール

４年ゼミナール

専
准教
授

矢口　優 平成19年4月

１年クラスゼミナール

開発と貧困

制度開発

国際経済入門

マクロ経済学

ミクロ経済学

農業発展論

３年ゼミナール

専
准教
授

森脇　祥太 平成19年4月

レポートライティングⅠ

１年クラスゼミナール

コース入門Ⅱ

経済学入門

☆日本語リー
ディング＆ライ
ティングⅠ-B

２年ゼミナール

言語と文化

平和構築
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危機管理

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、

担当者の変更（22）

平成22年４月より　

平成22年３月吉原恒雄教授定年退職のため、

担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、科目の追加（22）

平成22年４月から

専門科目の充実を図るため、科目の追加（22）

１年クラスゼミナール

開発教育

２年ゼミナール

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、赤石和則教授より

担当者の変更（22）

平成22年４月

ゼミナールの専門分野の充実を図るため、

科目の追加（22）

どう生きる（哲学入門）

現代思想

レポートライティングⅠ

平成22年４月より　

基礎科目の充実を図るため、

科目の追加（22）

平成22年３月　

飯田隆講師自己都合による退職のため、担当者の変更（22）

平成22年３月　

飯田隆講師自己都合による退職のため、担当者の変更（22）

スペイン語リーディング

レポートライティングⅡ

☆日本語オーラル・コミュニケーションⅠ－Ｂ

☆日本語オーラル・コミュニケーションⅢ

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、

担当者の変更（22）

☆日本語リーディング＆ライティングⅣ

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、清水澤子講師より

担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、近藤真宣教授より

担当者の変更（22）

商法
兼任 講師

江村　義行
平成21年４月

☆日本語リー
ディング＆ライ

ティングⅡ

兼任 講師 江幡　健士 平成19年4月
生涯スポーツ基礎演習Ⅰ

生涯スポーツ基礎演習Ⅱ

☆日本語リー
ディング＆ライ
ティングⅠ－Ｂ

☆日本語オーラ
ル・コミュニ
ケーションⅣ

専 准教授
福田　惠子

平成19年４月

生涯スポーツ基礎演習Ⅰ

生涯スポーツ基礎演習Ⅱ

☆日本語リーディング＆ライティングⅠ－Ｂ

兼任 講師 井戸　君代 平成19年4月

兼任 講師
井波　真弓

平成19年４月

上級リーディング＆ライティングⅠ

上級リーディング＆ライティングⅡ

スペイン語ライティング　

上級地域言語Ⅰ

上級地域言語Ⅱ

中級スペイン語Ⅰ－Ａ

中級スペイン語Ⅰ－Ｂ

中級スペイン語Ⅱ－Ａ

中級スペイン語Ⅱ－Ｂ

初級スペイン語Ⅰ－Ａ

初級スペイン語Ⅰ－Ｂ

初級スペイン語Ⅱ－Ａ

初級スペイン語Ⅱ－Ｂ

兼任 講師
磯野　マルタ

エレナ
平成19年4月

経営学

生産・人事管理 兼任 講師
金子　良事

平成22年４月 生産・人事管理

レポートライ
ティングⅡ

兼任 講師 飯田　隆 平成19年4月

経営学 兼任 講師
金子　良事

平成22年４月

兼任 講師 荒谷　一成 平成20年4月

兼任 講師 朝広　謙次郎 平成19年4月

国際法

兼任 講師 浅井　尚子 平成19年4月

☆日本を知るⅠ

☆日本を知るⅡ

☆日本を知るⅢ

☆日本語リーディング＆ライティングⅢ

兼任 講師 青木　隆 平成19年4月

観光と開発

３年ゼミナール

藤田　祥子 平成19年４月 商法

兼担 助教 石川　一喜 平成20年４月

生涯スポーツ基
礎演習Ⅱ

兼担
准教
授

生涯スポーツ基礎演習Ⅰ

兼担
准教
授

玉井　　朗 平成19年4月

平成22年４月 地域紛争

安全保障

地域紛争 兼任 講師 吉田　鈴香

兼担
准教
授

遠藤　哲也 平成19年4月
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ベンチャービジネス

タイの政治と経済

インドシナの歴史と文化

平成22年４月から

「上級地域言語Ⅱ」は担当教員が複数いるため、

支障はない。（22）

　　平成22年４月から

　　外国語科目の充実を図るため、科目の追加（22）

公共政策と行政

英語パブリック・スピーキングⅢ

英語パブリック・スピーキングⅣ

ベトナム語リーディング

　平成22年４月から

　　「上級地域言語Ⅰ、Ⅱ」は担当教員が複数いるため、

　　支障はない。（22）

　　

　平成22年４月から

　　「上級リーディング＆ライティングⅠ、Ⅱ」は担当教員が

　　複数いるため、支障はない。（22）

上級リーディング＆ライティングⅡ

上級リーディング＆ライティングⅠ

上級地域言語Ⅱ

ベトナム語ライティング　

上級地域言語Ⅰ

中級ベトナム語Ⅰ－Ａ

中級ベトナム語Ⅰ－Ｂ

中級ベトナム語Ⅱ－Ａ

中級ベトナム語Ⅱ－Ｂ

初級ベトナム語Ⅰ－Ａ

初級ベトナム語Ⅰ－Ｂ

初級ベトナム語Ⅱ－Ａ

初級ベトナム語Ⅱ－Ｂ

兼任 講師
グエン　バン

ホア
平成19年4月

上級リーディング＆ライティングⅡ

兼任 講師
ギャラガー
パトリック

平成20年4月

兼任 講師
金　　東順

平成19年4月

韓国語ライティング　

上級地域言語Ⅰ

上級地域言語Ⅱ

上級リーディング＆ライティングⅠ

中級韓国語Ⅰ－Ａ

中級韓国語Ⅰ－Ｂ

中級韓国語Ⅱ－Ａ

中級韓国語Ⅱ－Ｂ

初級韓国語Ⅰ－Ａ

初級韓国語Ⅰ－Ｂ

初級韓国語Ⅱ－Ａ

初級韓国語Ⅱ－Ｂ

地域政策と行政

兼任 講師
北原　澄高

平成21年４月
生涯スポーツ基礎演習Ⅰ

生涯スポーツ基礎演習Ⅱ

兼任 講師
神林　邦明

平成19年４月

上級リーディン
グ＆ライティン

グⅠ

上級リーディン
グ＆ライティン

グⅡ

兼任 講師 神田　工 平成19年4月

中級ブラジル・ポルトガル語Ⅱ－Ｂ

初級ブラジル・ポルトガル語Ⅰ－Ａ

初級ブラジル・ポルトガル語Ⅱ－Ａ

ブラジル・ポルトガル語リーディング

中級ブラジル・ポルトガル語Ⅰ－Ｂ

上級地域言語Ⅱ

中級アラビア語Ⅱ－Ａ

国際特別講座Ⅰ

国際特別講座Ⅱ

初級アラビア語Ⅱ－Ｂ

アラビア語ライティング

中近東の歴史と文化

兼任 講師
何　　義麟

平成20年９月

兼任 講師
柏原　良英

平成19年４月

兼任 講師
小高　　泰

平成19年4月

中級ヒンディ語Ⅱ－Ｂ

兼任 講師
オスカル　メ

ンドサ 平成19年４月
スペイン語ライティング

兼任 講師 岡口　典雄 平成19年4月

初級ヒンディ語Ⅰ－Ａ

初級ヒンディ語Ⅱ－Ａ

ヒンディ語リーディング

中級ヒンディ語Ⅰ－Ｂ

民法

兼任 講師 大場　裕之 平成19年4月
南アジアの政治と経済

兼任 講師 大島　大 平成19年4月

兼任 講師 大泉　啓一郎 平成21年4月

兼任 講師 江良　　泉 平成20年4月
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平成22年４月から　

教育内容方法の充実を図るため

担当者の変更（22）

　　平成22年４月から

　　教育内容方法の充実を図るため、

　　担当者の変更（22）

実用英語Ⅰ

実用英語Ⅱ

　　平成22年４月から

　　教育内容方法の充実を図るため、水野晶子教授より

　　担当者の変更（22）

平成22年４月から

外国語科目の充実を図るため、科目の追加（22）

☆日本語オーラル・コミュニケーションⅣ

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、

担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、

担当者の変更（22）

☆日本語リーディング＆ライティングⅠ-A

☆日本語リーディング＆ライティングⅡ
兼任 講師 瀬尾　満 平成19年4月

平成22年４月 社会人類学

民族と宗教 専 教授 呉　　善花 平成19年４月 民族と宗教

社会人類学 兼任 講師 深田　淳太郎

兼任 講師 鈴木　洋一 平成19年4月

ブラジル・ポルトガル語ライティング　

兼任 講師
鈴木　なつ未

平成21年４月
生涯スポーツ基礎演習Ⅰ

生涯スポーツ基礎演習Ⅱ

兼任 講師 鈴木　茂 平成19年4月

大洋州の歴史と文化

大洋州の政治と経済
兼任 講師

杉田　弘也
平成19年4月

☆日本語オーラル・コミュニケーションⅠ-A

☆日本語オーラル・コミュニケーションⅡ

兼任 講師
杉田　孝二

平成20年４月
ホスピタリティ

観光危機管理

兼任 講師 清水　澤子 平成19年4月

英語リーディン
グ＆ライティン

グⅡ

実用英語Ⅲ

英語リーディング＆ライティングⅣ

英語リーディン
グ＆ライティン

グⅠ

英語パブリック・スピーキングⅢ

英語パブリック・スピーキングⅣ

英語リーディング＆ライティングⅢ

兼任 講師 柴田　敦子 平成19年4月

初級マレーシア
語Ⅰ－Ｂ

初級マレーシア語Ⅱ－Ｂ 専 教授 小野沢　純 平成19年４月
初級マレーシア

語Ⅱ－Ｂ

専 教授 小野沢　純 平成19年４月

中級スペイン語Ⅱ－Ａ

兼任 講師
サイド　ザイ
ヌッディン

平成19年4月

初級マレーシア語Ⅰ－Ｂ

中級マレーシア語Ⅰ－Ａ

中級マレーシア語Ⅱ－Ａ

髙山　勇一
平成21年４月

人材開発・技術
移転

兼任 講師
コルメナ　ロ
メロ　ロベル

ト
平成19年4月

初級スペイン語Ⅰ－Ｂ

初級スペイン語Ⅱ－Ｂ

中級スペイン語Ⅰ－Ａ

国際経営

米国カナダの経済

兼任 講師 五味　紀男 平成19年4月
国際マーケティング

人材開発・技術移転 兼任 講師

英語パブリック・スピーキングⅠ

英語パブリック・スピーキングⅡ　

英語パブリック・スピーキングⅢ

英語パブリック・スピーキングⅣ

兼任 講師
小菅　ボビー

リー
平成19年4月

開発コンサルティング

兼任 講師 小木田　敏彦 平成19年4月
地理

兼任 講師 小泉　肇 平成19年4月

中級中国語Ⅰ－Ａ

中級中国語Ⅰ－Ｂ

中級中国語Ⅱ－Ａ

中級中国語Ⅱ－Ｂ

兼任 講師 呉　文波 平成19年4月

初級中国語Ⅰ－Ａ

初級中国語Ⅰ－Ｂ

初級中国語Ⅱ－Ａ

初級中国語Ⅱ－Ｂ

英語オーラル・コミュニケーションⅣ

英語オーラル・コミュニケーションⅠ

英語オーラル・コミュニケーションⅡ

英語オーラル・コミュニケーションⅢ
兼任 講師

グレゴリー
ラム

平成19年4月

生涯スポーツ基礎演習Ⅰ

生涯スポーツ基礎演習Ⅱ

兼任 講師 公文　暉巴 平成19年4月
生涯スポーツ基礎演習Ⅰ

生涯スポーツ基礎演習Ⅱ

兼任 講師 久保　賢師 平成19年4月
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☆日本語オーラル・コミュニケーションⅡ

平成22年４月から

外国語科目の充実を図るため、科目の追加（22）

　　平成22年３月　　高取茂講師自己都合による

　　退職のため、担当者の変更（22）

初級フィリピン語Ⅰ－Ｂ

初級フィリピン語Ⅱ－Ｂ

中級フィリピン語Ⅰ－Ａ

中級フィリピン語Ⅱ－Ａ

　平成22年４月から

　　「上級地域言語Ⅰ、Ⅱ」は担当教員が複数いるため、

　　支障はない。（22）

初級ヒンディ語Ⅰ－Ｂ

初級ヒンディ語Ⅱ－Ｂ

中級ヒンディ語Ⅰ－Ａ

中級ヒンディ語Ⅱ－Ａ

企業と文化

平成22年４月より　

教育内容方法の充実を図るため、五味紀男講師より　

担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、丸山伸郎教授より

担当者の変更（22）

初級中国語Ⅰ－Ｂ

初級中国語Ⅱ－Ｂ

中級中国語Ⅰ－Ａ

中級中国語Ⅱ－Ａ

兼任

中級中国語Ⅱ－Ａ

中級中国語Ⅱ－Ｂ

中国語ライティング

兼任 講師 董　　黎民 平成19年4月

中国語ライティング　

上級地域言語Ⅰ

上級地域言語Ⅱ

初級中国語Ⅱ－Ｂ

中国語リーディング

中級中国語Ⅰ－Ａ

中級中国語Ⅰ－Ｂ

講師
鄭　　曙光

平成19年４月

レポートライティングⅠ

レポートライティングⅡ

会計学Ⅰ

会計学Ⅱ

初級中国語Ⅰ－Ａ

初級中国語Ⅰ－Ｂ

初級中国語Ⅱ－Ａ

兼任 講師 鶴田　勝巳 平成19年4月

兼任 講師
田中　洋子

平成19年４月

英語パブリック・スピーキングⅠ

英語パブリック・スピーキングⅡ　

英語リーディング・ライティングⅢ

英語リーディング・ライティングⅣ

兼任 講師 田中　洋子 平成19年4月

移行経済

人材開発・技術
移転

兼任 講師
田中　哲二

平成19年4月

中央アジア・中近東

兼任 講師 髙山　勇一 平成21年4月

ヒンディ語ライティング　

兼任 講師 高山　智子 平成19年4月
健康を守る

兼任 講師 高村　昭雄 平成19年4月

上級地域言語Ⅰ

上級地域言語Ⅱ

フィリピン語ライティング　

上級リーディン
グ＆ライティン

グⅠ

上級リーディング＆ライティングⅡ
上級リーディン
グ＆ライティン

グⅡ

兼任 講師 高野　邦夫 平成19年4月

平成22年４月

初級インドネシ
ア語Ⅰ－Ａ

初級インドネシア語Ⅱ－Ａ
初級インドネシ

ア語Ⅱ－Ａ

インドネシア語リーディング
インドネシア語
リーディング

中級インドネシア語Ⅰ－Ｂ
中級インドネシ

ア語Ⅰ－Ｂ

中級インドネシア語Ⅱ－Ｂ
中級インドネシ

ア語Ⅱ－Ｂ

初級インドネシア語Ⅰ－Ａ

兼任 講師
深町　敬子

上級リーディング＆ライティングⅠ

兼任 講師
高取　　茂

平成19年4月

☆日本語リー
ディング＆ライ

ティングⅣ

兼任 講師 関口　律子 平成19年4月

☆日本語オーラル・コミュニケーションⅠ-A
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ロシア・中東欧

　　平成22年４月から

　　教育内容方法の充実を図るため、

　　マイケル　シミズ講師より、担当者の変更（22）

初級ブラジル・ポルトガル語Ⅰ－Ｂ

初級ブラジル・ポルトガル語Ⅱ－Ｂ

中級ブラジル・ポルトガル語Ⅰ－Ａ

中級ブラジル・ポルトガル語Ⅰ－Ａ

　　平成22年４月から　

　　外国語科目の充実を図るため、科目の追加（22）

　　平成22年４月から

　　教育内容方法の充実を図るため、

　　担当者の変更（22）

職業能力基礎講座（ＳＰＩ）非言語

職業能力基礎講座（ＳＰＩ）言語

初級中国語Ⅰ－Ａ

初級中国語Ⅱ－Ａ

中級中国語Ⅰ－Ｂ

中級中国語Ⅱ－Ｂ

☆日本を知るⅠ

☆日本を知るⅡ

平成22年４月から

基礎科目の充実を図るため、科目の追加（22）

　　平成22年４月から

　　教育内容方法の充実を図るため、

　　ロバート　カットレット講師より、担当者の変更（22）

初級マレーシア語Ⅰ－Ａ

初級マレーシア語Ⅱ－Ａ

中級マレーシア語Ⅰ－Ｂ

英語パブリック・スピーキングⅢ

英語パブリック・スピーキングⅣ

兼任 講師
ピーター
クイン

英語オーラル・コミュニケーションⅢ

英語オーラル・コミュニケーションⅣ

英語パブリック・スピーキングⅠ

英語パブリック・スピーキングⅡ　
平成19年4月

英語資格取得講
座Ⅰ－Ａ

英語資格取得講
座Ⅱ－Ａ

上級リーディング＆ライティングⅠ

上級リーディング＆ライティングⅡ

英語オーラル・コミュニケーションⅠ

英語オーラル・コミュニケーションⅡ

兼任 講師
バリー　ヘイ

ター 平成19年４月

中級タイ語Ⅱ－Ｂ

タイ語ライティング　

上級地域言語Ⅰ

上級地域言語Ⅱ

タイ語リーディング

中級タイ語Ⅰ－Ａ

中級タイ語Ⅰ－Ｂ

中級タイ語Ⅱ－Ａ

☆日本を知るⅢ

兼任 講師
パタニ　スイ
ワナーソン

平成19年4月

初級タイ語Ⅰ－Ａ

初級タイ語Ⅰ－Ｂ

初級タイ語Ⅱ－Ａ

初級タイ語Ⅱ－Ｂ

兼任 講師 長谷川　由香 平成19年4月

中国語リーディング

上級リーディング＆ライティングⅠ

上級リーディング＆ライティングⅡ

兼任 講師 西浦　昭雄 平成19年4月

サブサハラ・アフリカ

サブサハラ・アフリカの政治と経済

サブサハラ・アフリカの歴史と文化

兼任 講師 長江　先明 平成19年4月

兼任 講師
中村　一樹

平成19年４月

平成21年４月
生涯スポーツ基

礎演習Ⅰ

生涯スポーツ基礎演習Ⅱ 兼任 講師
山内　宏志

平成21年４月
生涯スポーツ基

礎演習Ⅱ

生涯スポーツ基礎演習Ⅰ 兼任 講師
山内　宏志

兼任 講師
中野　浩一

平成20年４月

上級地域言語Ⅰ

上級地域言語Ⅱ

兼任 講師
中川　江里子

ソニア
平成19年4月

実用英語Ⅱ

兼任 講師 友松　悦子 平成19年4月
日本語学各論Ａ

日本語学各論Ｂ

実用英語Ⅰ

英語オーラル・コミュニケーションⅠ

英語オーラル・コミュニケーションⅡ

兼任 講師
トム　ホール

平成19年４月

兼任 講師
トマルキン
ピョートル

平成19年4月
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中級マレーシア語Ⅱ－Ｂ

マレーシア語ライティング　

上級地域言語Ⅰ

上級地域言語Ⅱ

平成22年４月から　

教育内容方法の充実を図るため、

担当者の変更（22）

上級リーディング＆ライティングⅡ

平成22年４月から　

外国語科目の充実を図るため、

科目の追加（22）

　　平成22年４月から　

　　教育内容方法の充実を図るため、

　　担当者の変更（22）

平成21年10月　工学部に移籍（21）

平成22年４月　准教授に昇格（22）

　　平成22年４月から　

　　教育内容方法の充実を図るため、担当者の変更（22）

英語オーラル・コミュニケーションⅠ

英語オーラル・コミュニケーションⅡ

英語オーラル・コミュニケーションⅢ

英語オーラル・コミュニケーションⅣ

　　平成22年４月から　

　　教育内容方法の充実を図るため、担当者の変更（22）

平成22年４月から

教育内容方法の充実を図るため、福田惠子准教授より　

担当者の変更（22）

　　平成22年４月から

　　教育内容方法の充実を図るため、

　　マーティン・メルドラム講師より担当者の変更（22）
英語オーラル・
コミュニケー

ションⅣ

英語オーラル・
コミュニケー

ションⅢ

英語パブリック・スピーキングⅢ

英語パブリック・スピーキングⅣ

☆日本語リー
ディング＆ライ
ティングⅡ

兼任 講師
ミルトン　ミ
ルティアドス

平成19年4月

英語オーラル・コミュニケーションⅠ

英語オーラル・コミュニケーションⅡ

英語パブリック・スピーキングⅠ

英語パブリック・スピーキングⅡ　

生涯スポーツ基礎演習Ⅰ

生涯スポーツ基礎演習Ⅱ

兼任 講師
南口　順子

平成20年４月

レポートライティングⅠ

☆日本語リーディング＆ライティングⅠ－
Ａ
☆日本語リーディング＆ライティングⅠ－
Ｂ

☆日本語リーディング＆ライティングⅣ

兼任 講師
水野　浩幸

平成20年４月

コンピューター演習Ⅰ

コンピューター演習Ⅱ

パソコン検定講座

兼任 講師 松前　龍宜 平成19年4月

平成19年４月 実用英語Ⅰ

実用英語Ⅱ 兼任 講師 平成19年４月 実用英語Ⅱ

実用英語Ⅰ 兼任 講師
トム　ホール兼任 講師

マイケル　シ
ミズ

平成19年4月

平成19年４月
英語オーラル・
コミュニケー

ションⅣ

英語パブリック・スピーキングⅠ

英語パブリック・スピーキングⅡ　

英語オーラル・コミュニケーションⅣ 兼任 講師
ミルトン　ミ
ルティアドス

平成19年４月

英語オーラル・コミュニケーションⅢ 兼任 講師
ミルトン　ミ
ルティアドス 平成19年４月

英語オーラル・
コミュニケー

ションⅢ

兼担 准教授

マーティン
メルドラム

兼任 講師
マーティン
メルドラム

平成19年4月

南アジアの歴史
と文化

インドの政治 兼任 講師
三輪　博樹

平成22年４月 インドの政治

兼任 講師
ナシル　ジョ

マダル 平成22年４月

生涯スポーツ基礎演習Ⅰ

生涯スポーツ基礎演習Ⅱ

兼任 講師
堀本　武功

平成21年4月

南アジアの歴史と文化

兼任 講師
星　　貴洋

平成20年４月

兼任 講師
ホイセス　ロ
ドニー・アレ

ン
平成19年4月

英語パブリック・スピーキングⅠ

英語パブリック・スピーキングⅡ　

英語パブリック・スピーキングⅢ

英語パブリック・スピーキングⅣ

初級スペイン語Ⅱ－Ａ

中級スペイン語Ⅰ－Ｂ

中級スペイン語Ⅱ－Ｂ

初級スペイン語Ⅰ－Ａ

スペイン語リーディング

兼任 講師 福嶋　美知子

兼任 講師
フランシスコ
パルティダ 平成19年4月

平成19年4月

☆日本語オーラ
ル・コミュニ
ケーションⅣ

国際特別講座Ⅲ

日本国憲法

日本語実習

兼任 講師
福島　知実

平成19年４月

上級リーディン
グ＆ライティン

グⅠ

兼任 講師
福島　佐知

平成19年４月

☆日本語リーディング＆ライティングⅠ－
Ａ
☆日本語リーディング＆ライティングⅠ－
Ｂ

専 教授 小野沢　純 平成19年４月

兼任 講師
ファリダ　モ

ハメッド
平成19年4月

上級リーディング＆ライティングⅠ
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　平成22年４月から

　　「上級リーディング＆ライティングⅠ、Ⅱ」は担当教員が

　　複数いるため、支障はない。（22）

日本の政治・外交

平成22年４月から

基礎科目の充実を図るため、

科目の追加（22）

フィリピン語リーディング

中級フィリピン語Ⅰ－Ｂ

中級フィリピン語Ⅱ－Ｂ

　平成22年４月から

　　「上級リーディング＆ライティングⅠ、Ⅱ」は担当教員が

　　複数いるため、支障はない。（22）

　　平成21年５月　劉紅講師自己都合による退職のため、

　　平成22年４月から担当者の変更（22）

　　平成21年５月　劉紅講師自己都合による退職のため、

　　平成21年９月から担当者の変更（21）

　　平成21年５月　劉紅講師自己都合による退職のため、

　　平成22年４月から担当者の変更（22）

　　平成21年５月　劉紅講師自己都合による退職のため、

　　平成21年９月から担当者の変更（21）

初級インドネシ
ア語Ⅰ－Ｂ

中級中国語Ⅱ－
Ｂ

中国語ライティ
ング

初級インドネシア語Ⅰ－Ｂ

初級インドネシア語Ⅱ－Ｂ
初級インドネシ

ア語Ⅱ－Ｂ

初級中国語Ⅱ－
Ａ

兼任 講師 杜　　金楓 平成21年9月

初級中国語Ⅱ－
Ｂ

中国語リーディ
ング

中級中国語Ⅰ－
Ａ

中級中国語Ⅰ－
Ｂ

中級中国語Ⅱ－
Ａ

兼任

初級中国語Ⅰ－
Ａ

初級中国語Ⅰ－Ｂ
初級中国語Ⅰ－

Ｂ

初級中国語Ⅰ－Ａ

兼任 講師 劉　紅 平成19年4月

初級中国語Ⅱ－Ｂ

中級中国語Ⅰ－Ｂ

中国語ライティング

初級中国語Ⅱ－Ａ

中国語リーディング

中級中国語Ⅰ－Ａ

中級中国語Ⅱ－Ａ

中級中国語Ⅱ－Ｂ

初級韓国語Ⅰ－Ｂ

初級韓国語Ⅱ－Ａ

初級韓国語Ⅰ－Ａ

講師
柳　　在貞

平成19年4月
初級韓国語Ⅱ－Ｂ

中級韓国語Ⅰ－Ａ

中級韓国語Ⅰ－Ｂ

中級韓国語Ⅱ－Ａ

中級韓国語Ⅱ－Ｂ

上級リーディング＆ライティングⅡ

パソコン検定講
座

兼任 講師
リース　カセ

ル
平成19年4月

初級フィリピン語Ⅰ－Ａ

初級フィリピン語Ⅱ－Ａ

上級リーディング＆ライティングⅠ

日本の経済発展

台湾の歴史と文化

現代の日本経済

兼任 講師 山本　竜大 平成19年4月

コンピューター演習Ⅰ

コンピューター演習Ⅱ

兼任 講師 罍　昭吉 平成19年4月

上級リーディング＆ライティングⅠ

上級リーディング＆ライティングⅡ

中級アラビア語Ⅱ－Ｂ

中級アラビア語Ⅰ－Ｂ

初級アラビア語Ⅱ－Ａ

アラビア語リーディング

兼任 講師
ムハンマド
オダイマ 平成21年４月

初級アラビア語Ⅰ－Ａ
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　　平成22年３月　　リンダ　ユーズル講師自己都合による

　　退職のため、担当者の変更（22）

英語オーラル・コミュニケーションⅢ

英語オーラル・コミュニケーションⅣ

英語資格取得講座Ⅰ－Ｂ

英語資格取得講座Ⅱ－Ｂ

　　平成22年３月　

　　渡会環講師自己都合による退職のため、

　　担当者の変更（22）

（２） 専任教員数

0

（29） （6） （0） （5） （40） （0） ［0］ ［0］［+2］ ［0］ ［-5］ ［-3］

8 0 0 37

助　教 計 助　手

29

備　　　　　考
教　授 准教授 講　師 助　教 計 助　手 教　授 准教授 講　師

中南米の歴史と
文化

兼任

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

兼任 講師
増山　久美

平成19年４月

平成22年４月
藤井　嘉祥

中級インドネシア語Ⅱ－Ａ
中級インドネシ

ア語Ⅱ－Ａ

兼任 講師
渡会　　環

平成21年4月

兼任 講師

中南米・大洋州

中南米の歴史と文化

英語オーラル・コミュニケーションⅠ

英語オーラル・コミュニケーションⅡ

中南米・大洋州 講師

ロバート
カットレット

平成20年4月

上級地域言語Ⅰ 上級地域言語Ⅰ

上級地域言語Ⅱ 上級地域言語Ⅱ

平成22年４月

インドネシア語ライティング
インドネシア語
ライティング

兼任 講師
深町　敬子

中級インドネシア語Ⅰ－Ａ
中級インドネシ

ア語Ⅰ－Ａ

兼任 講師
リンダ　ユー

ズル 平成19年4月
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

１ 教授 吉原　恒雄 平成22年３月　定年退職

（注）・上記（３）の教員の辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

（注）・届出時の計画からの専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

（大学の所見）
　定年・移籍等退職による年度末交代の場合は、時間割作成段階で、学生が履修しやすいように科目の配置（時間割作成）を検討することに
より、学生の履修・勉学に影響の無いよう配慮している。

（学生への周知方法）
　新年度に学生へ配布する時間割や教員紹介、大学ホームページにて周知する。

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由
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区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

①商学部経営学科

設置計画履行状況 　入学定員超過是正

調　　 査　　 時

（22年1月） ②商学部国際ビジネス学科

　入学定員超過是正

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　に対する履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料を

　　　　添付してください。

　　　・　入学定員超過に係る留意事項への履行状況については，指摘を受けた学科等についてのみ記

　　　　入してください。

（注）・「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項

６　留意事項に対する履行状況等

①一般入試区分の合格者を絞
り込み最終1.07倍の入学定員
超過率に調整した

①一般入試区分の合格者を絞
り込み最終1.19倍の入学定員
超過率に調整した
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届　出　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

①施設 ①施設

ａ　校舎敷地（227,389,80㎡）　 ａ　校舎敷地（223,381,32㎡）

文京キャンパス再開発に伴い、Ｋ館、体育館、体育寮等

を解体し、あらたにＣ館を建設した為。

　　　・国際学部ＦＤ研究会

　　　　学部単位で行う事業は、学部ＦＤ委員会で実施計画を検討し、実施している。

　　　・授業改善のための学生アンケート

　　　　昨年度は、全教員（講師（非常勤）含む）を対象に、履修登録者の多い科目を２科目程度選択・実施した。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　年度間に各３回程度

　　　・新任教員研修会

　　　・ＦＤワークショップ

　　　・ベストティーチャー賞

　　　・ＦＤ取組の方針の検討、ＦＤ活動の総括　等

　　　・授業改善のための学生アンケート

　　　・教員相互の授業見学

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　　・教員の個人評価

　ｂ　実施方法

    　  全学のＦＤ委員会で年度実施計画を策定している。

①　実施体制

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｃ　委員会の審議事項等

７　その他全般的事項

＜国際学部　国際学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目により記入した事項以外で，届出時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）及び

　　　　法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置届出書の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

　　　　国際学部では、ゼミナールや履修者の少ない科目を除き、全教員が全科目のアンケートを実施した。

　ａ　委員会の設置状況

　　　(全学)ＦＤ委員会、国際学部ＦＤ委員会
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　　　　「専任教員の授業はすべて学内公開を原則とし、教員はいつでも自由に見学できることを明確化する」

　　　・国際学部ＦＤ研究会

　　　　教育分野において優れた実践例、授業活動等を総合的に評価・表彰を行っている。昨年度は５名の教員を

　　　　表彰した。

　　　　本学の教育理念・方針、教学運営等の理解促進のために、新任教員を対象に、毎年4月1日に実施している。

　　　・ＦＤワークショップ

　　　　学部教員による「初年次教育を中心としたＦＤ活動の報告」について、学外、学内の特徴的な取り組みの

　　　　紹介を行った。約250名近い教職員（講師（非常勤）含む）が参加した。

　　　・授業改善のための学生アンケート

　　　　もとづく学生の意見や授業効果を分析し、各種の教育改善につなげ、学生の学修意欲を昴め、効果的学修

　　　　を促進し、教育方法の工夫・改善等に結びつけている。「科目別集計」は授業評価に参加した全教員の

　　　　データとともに、学生の意見と、それに対する担当教員の所見を掲載し、学部・学科目別に一層きめ細かな

　　　　評価分析を行っている。「全体集計」は大学ホームページに、「科目別集計」は学内グループウェアにて

        公開している。

　　　・ＦＤワークショップ

　　　　講演の配付資料、アンケート結果等を学内グループウェアにて公開している。

　　　・ＦＤ活動報告書

（注）・　届出時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。
　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な
　　　　根拠を含めて記入してください。
　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ
　　　　いて記入してください。

　　　・ベストティーチャー賞

　　　　決め、それについて詳しい教員に講義してもらい、それにより情報の共有をはかった。

　　　　国際学部全教員に周知しておきたい学生指導に関わる情報等を共有できる機会を儲け、毎月各回テーマを

　　　　という大学の方針のもと、授業参観の記録を含めた「ＦＤ活動報告書」にまとめている。

　　　　本アンケートは、「全体集計」と「科目別集計」の二部に分け、「全体集計」ではアンケート結果に

　　　・教員相互の授業見学

　　　・新任教員研修会

　　　　「初年次教育について」をテーマに3月に開催し、外部講師による「高校生の実態」に関する講演と

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　　各学部それぞれのＦＤ委員会が中心となって、全学的な「授業改善のための学生アンケート」、学部の実情

　　　　に見合った授業見学、各種研修・研究会などの成果を踏まえながら、授業改善のための組織的な取組を実施

　　　　した。最終的に全学でとりまとめ、学内グループウェアにて公開している。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。
　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　国際学部は、平成１９年度にそれまで国際開発学部から名称変更し、併せて、それまでの２学科（開発協力学科とア
ジア太平洋学科）を統合し、学生自身が学科の目標を明確に理解したうえで重点を置いて学ぶ領域を選択し、専門性の
高い知識能力の教育を行う学科とすることを主たる改革理由として、１学部１学科の国際学部国際学科に改組した。
　国際学部は、それまでの国際開発学部の２学科の目的を大枠で引き継ぎ、国際学部の目的として唱っている「諸外国
の言語、文化、民族、政治経済システムを理解し、グローバル化した社会の諸問題に取り組み、

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期
　　・平成１９年６月　公表

　ｂ　公表方法
　　・大学ホームページ上に公開
　　・自己点検・評価報告書を刊行。（平成20年4月に文部科学省、大学基準協会、他大学等に送付）

　　　次回認証評価は平成２６年度を予定。

③　認証評価を受ける計画
　　・平成２０年３月に大学基準協会より、「大学基準に適合していると認定する。」旨の回答を得た。

32



　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.takushoku-u.ac.jp/g_info/dept_fis_report22.pdf）

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表予定時期　　　　　　　　　　　　　　　（平成２２年　　７月　３０日　　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

（４） 情報提供に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　　　　トップページではなく直接リンクする先を「ｄ」に記入してください。

（注）・「ｃ」において「承諾する」場合，文部科学省のホームページにてリンク先を掲載しますので，大学等の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

　　　　　なお，「ｄ」のリンク先のアドレスが未定の場合は，決まり次第，文部科学省高等教育局大学設置室あてに，

　　　　メールにてご報告ください。

　　　　　※大学設置室メールアドレス ： d-secchi@mext.go.jp
　　　　　　　件名は「【調査係あて】AC報告書等HPリンク先（○○大学）」としてください。
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